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市税…302億9,213万円
　　　（1億5,034万円増)
市税…302億9,213万円
　　　（1億5,034万円増)

26.5% 国庫支出金…307億7,038万円
　　　　　　（185億9,571万円減)
国庫支出金…307億7,038万円
　　　　　　（185億9,571万円減)

地方交付税…186億421万円
　　　　　　（1億423万円増)
地方交付税…186億421万円
　　　　　　（1億423万円増)

公債費…92億4,910万円
　　　　（1億3,771万円減)
公債費…92億4,910万円
　　　　（1億3,771万円減)

その他…11億5,902万円（7,018万円減）その他…11億5,902万円（7,018万円減）

商工費…39億5,607万円（2,179万円減）商工費…39億5,607万円（2,179万円減）
消防費…29億5,126万円（2億3,943万円減）消防費…29億5,126万円（2億3,943万円減）

地方消費税交付金…56億2,420万円　　
　　　　　　　　　（4億4,114万円増)
地方消費税交付金…56億2,420万円　　
　　　　　　　　　（4億4,114万円増)

県支出金…76億4,753万円
　　　　　（1億1,763万円増)
県支出金…76億4,753万円
　　　　　（1億1,763万円増)

市債…96億3,818万円
　　　（47億3,794万円減)
市債…96億3,818万円
　　　（47億3,794万円減)

39.0% 民生費…437億8,592万円
　　　　（178億9,859万円減)
民生費…437億8,592万円
　　　　（178億9,859万円減)

農林水産業費…15億5,518万円（16億5,572万円減）農林水産業費…15億5,518万円（16億5,572万円減）

衛生費…152億7,183万円
　　　　（5億9,569万円増)
衛生費…152億7,183万円
　　　　（5億9,569万円増)

教育費…103億8,015万円
　　　　（42億133万円減)
教育費…103億8,015万円
　　　　（42億133万円減)

土木費…131億1,230万円
　　　　（10億8,557万円減)
土木費…131億1,230万円
　　　　（10億8,557万円減)

総務費…109億4,126万円
　　　　（41億7,513万円増)
総務費…109億4,126万円
　　　　（41億7,513万円増)

その他…45億6,596万円（9億5,962万円増)その他…45億6,596万円（9億5,962万円増)

繰越金…40億8,077万円（2億6,451万円増)繰越金…40億8,077万円（2億6,451万円増)

諸収入…30億8,546万円（4億8,604万円増)諸収入…30億8,546万円（4億8,604万円増)

1,162億7,834万円
（207億402万円減）
1,162億7,834万円
（207億402万円減）

1,123億6,209万円
(205億3,950万円減）
1,123億6,209万円
(205億3,950万円減）

繰り越し
39億1,625万円

繰り越し
39億1,625万円

繰入金…19億6,952万円（1億612万円増)繰入金…19億6,952万円（1億612万円増)

八 戸 市 の 財 政
八戸市の財政　　

令和3年度決算の状況

一般会計 福祉や教育、公共事業など、市の基本的事業の収入・支出を経理する会計です。
※（　）内は対前年度比

市では毎年、1年間の歳入（収入）と歳出（支出）の結果をとりまとめた決算の状況について公表しています。
これからも安定した財政運営を継続していきますので、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

問財政課Ｔ43-2154ホ市ホームページ内で「財政」を検索

歳入から歳出を引いた
約39億円は令和4年度
に繰り越されました。

市民1人当たり支出
50万5,741円
(前年度：59万1,681円)
※各年度末の人口で計算

市民1人当たり市税
13万6,344円

（前年度：13万4,192円）
※各年度末の人口で計算

新美術館整備事業費や教
育の情報化推進事業費の
減などにより、前年度に
比べて約42億円減少

路線バスICカード導入
事業費や基金積立金の増
などにより、前年度に比
べて約42億円増加

特別定額給付金（市民1
人当たり10万円給付）
関連経費の減などによ
り、前年度に比べて約
179億円減少



5　令和4年（2022）12月号　広報はちのへ

公共用地取得事業特別
会計は、歳入歳出とも
０円でした。

　　八戸市の財政

■新型コロナウイルス感染症対策事業費の状況（主要事業抜粋）
保健医療福祉事業

○新型コロナウイルスワクチン接種事業 22億	 385万円

○新型コロナウイルス感染症検査事業 7億5,271万円

○自宅療養者健康・生活支援事業 4,653万円

事業者支援・消費喚起事業

○新型コロナウイルス対策支援金給付事業 7億8,540万円

○プレミアム付商品券発行事業 3億	 334万円

○営業時間短縮要請協力金給付事業 1億6,520万円

○飲食関連事業者等支援金給付事業 1億2,240万円

生活者支援事業

○子育て世帯等臨時特別支援給付金事業 31億3,900万円

○非課税世帯臨時特別給付金事業 26億6,530万円

○子育て世帯生活支援特別給付金事業 2億5,789万円

その他

○学校・保育施設感染症防止対策事業 1億  453万円

○文化施設感染防止対策事業 3,347万円

○指定避難所等感染防止対策事業 2,055万円

総額は約116億円で、一般会計決算額の約10％を新型
コロナウイルス感染症対策事業費として支出しました。

　公営企業は、資金不足比率が経営健全化基準の20％を超えると、経営健全化のための計画をつくり、経営の立て
直しに取り組む必要があります。市では２年度に引き続き、資金不足額がない状態です。なお、自動車運送事業（市
営バス）、市民病院事業、下水道事業の収支決算報告については、前月号（11月号）をご覧ください。

【資金不足比率】 ※公営企業の資金不足額を営業収益規模と比較した割合

【健全化判断比率】 財政健全化法における基準

指標 内容 八戸市 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 11.25% 20%
連結実質赤字比率 全ての会計を合算した赤字の割合 赤字なし 16.25% 30%

実質公債費比率 市税など、使いみちの特定されない歳入に
対する負債返済額などの割合 8.8% 25% 35%

将来負担比率 市税など、使いみちの特定されない歳入に
対する将来負担すべき負債の割合 96.0% 350% −

地方自治体の財政が健全に運営されているかどうかを判断する指標として、
「健全化判断比率」と「資金不足比率」があります。財政指標

国が定める基準を
クリアしています。

会計名 歳入 歳出 差し引き
国民健康保険 229億5,683万円 225億3,992万円 4億1,691万円
介護保険 221億6,987万円 218億1,285万円 3億5,702万円
後期高齢者医療 29億3,634万円 28億6,565万円 7,069万円
学校給食 19億9,323万円 19億7,867万円 1,456万円
都市計画土地区画整理事業 15億7,100万円 14億8,844万円 8,256万円
産業団地造成事業 5億5,805万円 5億5,733万円 72万円
地方卸売市場八戸市魚市場 2億9,169万円 2億6,811万円 2,358万円
中央卸売市場 2億4,209万円 2億3,646万円 563万円
国民健康保険南郷診療所 1億9,433万円 1億6,408万円 3,025万円
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 1億5,779万円 7,025万円 8,754万円
駐車場 1億　737万円 1億　702万円 35万円
霊園 8,697万円 8,546万円 151万円

一般会計とは別に、特定の事業における収入と支出を経理する会計です。
市には13の特別会計があります。特別会計


